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箸
使
い

子育て相談室　－ お気軽にご相談ください －
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〝
い
か
に
相
手
と
長
く
ラ

リ
ー
を
続
け
ら
れ
る
か
〞
と
い

う
村
独
自
の
ル
ー
ル
で
行
な
う

卓
球
大
会
「
思
い
や
り
・
ま
で

い
ラ
リ
ー
ピ
ン
ポ
ン
」
大
会
が

飯
舘
中
体
育
館
で
開
か
れ
、
参

加
者
ら
が
思
い
や
り
の
心
で
相

手
と
ボ
ー
ル
を
打
ち
合
い
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
新
し
い
価
値

観
や
〝
ま
で
い
〞
の
精
神
を
広

く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
思
い
や
り
・
ま
で
い
ラ

リ
ー
事
業
実
行
委
員
会
（
庄
司

和
明
委
員
長
）
が
、
昨
年
に
続

き
県
の
地
域
づ
く
り
総
合
支
援

事
業
の
補
助
を
受
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
村
内
外
か
ら
卓

球
愛
好
者
や
初
心
者
な
ど
を
含

め
約
１
２
０
人
が
参
加
。

　

ま
た
、
今
年
も
飯
舘
中
卓
球

部
員
が
審
判
係
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
大
会
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
夫
婦
の
部
や
親
子

の
部
な
ど
６
部
門
で
行
な
わ

れ
、
相
手
と
ラ
リ
ー
を
続
け
た

時
間
で
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

な
か
に
は
13
分
以
上
も
ラ
リ
ー

を
続
け
た
ペ
ア
が
い
る
な
ど
、

参
加
者
ら
は
相
手
が
打
ち
や
す

い
よ
う
気
を
配
り
な
が
ら
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く

ラ
リ
ー
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

思
い
や
り
と 〝
ま
で
い
〞の

　

♥心  

で
楽
し
く
ピ
ン
ポ
ン

【
思
い
や
り
の
部
】

夫　

婦

優
勝
林
正
好
・
愛
子
（
臼
石
）

▽
２
位
齋
藤
源
吉
・
紀
志
（
飯

樋
町
）
▽
３
位
北
原
経
・
澄
子

（
宮
内
）

親　

子

優
勝
大
澤
和
巳
・
千
恵
（
上
飯

樋
）
▽
２
位
島
義
一
・
涼
平
（
伊

丹
沢
）
▽
３
位
佐
藤
松
一
・
奈

緒
美
（
関
沢
）

【
ふ
れ
あ
い
の
部
】

小
学
生

優
勝
風
越
琢
臣
（
福
島
市
）
▽

２
位
島
涼
平
（
相
馬
市
）
▽
３

位
細
川
す
み
れ
（
上
飯
樋
）

中
学
生

優
勝
松
浦
大
樹
（
大
久
保
・
外

内
）
▽
２
位
佐
藤
奈
緒
美
（
関

沢
）
▽
３
位
一
刀
彩
（
上
飯
樋
）

一　

般

優
勝
鈴
木
昌
幸
（
南
相
馬
市
）

▽
２
位
佐
藤
松
一
（
関
沢
）
▽

３
位
佐
藤
孝
（
深
谷
）

60
歳
以
上

優
勝
肥
沼
静
（
福
島
市
）
▽
２

位
奈
良
静
子
（
川
俣
町
）
▽
３

位
長
島
ヨ
シ
子
（
福
島
市
）

▲ラリーを続ける参加者ら

第２回 思いやり・までいラリーピンポン大会 ７
２

大
会
成
績 （
敬
称
略
）

　

箸
使
い
は
日
本
が
世
界
に
誇
る
文
化
の
一

つ
で
す
。
お
宅
の
子
ど
も
さ
ん
の
「
箸
使
い
」

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
親
指
の
根
元
と
薬

指
に
１
本
を
固
定
し
、
３
本
の
指
で
も
う
１

本
を
自
在
に
操
り
、
は
さ
む
、
つ
ま
む
、
運
ぶ
、

ほ
ぐ
す
、
切
る
、
裂
く
、
つ
ぶ
す
、
す
く
う

な
ど
が
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

か
つ
て
わ
が
国
で
は
、
子
ど
も
に
箸
使
い

を
は
じ
め
、
食
事
の
作
法
を
教
え
る
の
は
父

親
の
仕
事
で
し
た
。
父
親
は
わ
が
子
に
正
し

い
礼
儀
作
法
を
伝
え
る
こ
と
で
、
人
に
対
す

る
心
遣
い
や
思
い
や
り
、
他
人
に
不
快
感
を

与
え
な
い
道
徳
の
指
導
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
子
ど
も
の
自
立
を
促
す
父

親
が
す
る
大
切
な
し
つ
け
で
し
た
。
正
し
い

箸
使
い
の
未
習
得
は
日
本
人
と
し
て
の
美
徳

の
崩
壊
で
す
。

　

も
ろ
づ
か
み
や
３
本
の
指
で
の
握
り
箸
は

見
て
い
て
醜
く
、
ま
た
大
人
に
な
っ
て
ま
で

続
け
て
い
ま
す
と
、
い
つ
も
「
は
じ
」
を
か

い
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
気

が
つ
い
た
ら
、
教
え
直
し
を
す
べ
き
で
す
。

　

子
ど
も
は
教
え
ら
れ
れ
ば
、
習
得
で
き
る

の
で
す
。父
親
の
登
場
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

飯
舘
中
学
校
お
よ
び
相
農
飯
舘
分
校

　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海　

野　

和　

夫

　

英
語
指
導
助
手
と
し
て
昨
年

７
月
に
来
村
し
、
中
学
校
を
中

心
に
活
動
を
し
て
き
た
ベ
ッ

キ
ー
さ
ん
が
、
１
年
間
の
任
期

を
終
え
母
国
イ
ギ
リ
ス
へ
帰
国

さ
れ
ま
し
た
。

「Becky先生メッセージ」
　この１年は、私の人生において最も大切な年となりました。イギリスを離れる時は、言葉が話せ
ない国で一人で暮らせるかどうか不安でした。
　振り返ってみると、一番感じたことは飯舘村の人々の温かさや優しさです。短い間でしたが、ホー
ムシックになったり、日本語が話せず苦労していた時に、皆さんはいつも優しくしてくれたり、気
にかけてくれました。買い物の仕方、お祭りに参加した時のことなど、今まで皆さんが私にしてく
れたこと全てに感謝します。飯舘村で私自身が成長したことを感じていますが、イギリスへ帰ると
本当に飯舘村のことを思い出して寂しく感じる
と思います。
　「頑張って」精神で、私は夢を追いかけること
にしました。飯舘村のことを思い出しながら、
自分がしてみたいことを精一杯頑張りたいと思
います。これが「さようなら」ではなく、また
飯舘村に帰って来たいと思います。私のことを
忘れないでください。私も飯舘村を忘れません。
色々とありがとうございました。

ベッキー

　※ベッキー先生が飯舘村への思いを込めて授
業中に書いた詩を紹介します。
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飯
舘
分
校
へ
の
挑
戦
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相
馬
農
業
高
等
学
校
飯
舘
分
校
、
言

わ
ず
と
知
れ
た
わ
が
村
の
唯
一
の
高
校

で
す
。

　

今
か
ら
57
年
前
の
昭
和
24
年
、
当
時

の
方
の
熱
い
思
い
に
よ
り
開
校
さ
れ
て

か
ら
、
こ
れ
ま
で
３
１
０
０
人
程
の
卒

業
生
を
世
に
送
り
出
し
、
村
内
外
で
活

躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
、
こ
の
分
校
が
少
子
化
の
中
で
大

変
心
配
さ
れ
る
状
況
の
中
に
あ
り
ま

す
。
と
言
い
ま
す
の
は
、「
定
員（
40
人
）

の
半
数
割
れ
を
３
年
続
け
ば
直
ち
に
廃

校
」と
い
う
県
の
決
ま
り
の
中
で
、年
々

入
学
者
が
減
少
し
、
今
年
の
入
学
者
は

25
人
。
現
在
、
３
学
年
総
定
数
１
２
０

人
に
対
し
80
人
と
い
う
生
徒
数
で
す
。

　

分
校
の
こ
れ
ま
で
担
っ
て
き
た
役
割

と
こ
れ
か
ら
の
飯
舘
村
を
考
え
る
時
、

分
校
の
「
あ
る
・
な
し
」
は
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
こ
れ

ま
で
折
に
触
れ
、
県
立
校
で
は
あ
る
が

何
ら
か
の
村
か
ら
の
働
き
か
け
が
必
要

で
は
な
い
か
と
言
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

幸
い
、
県
か
ら
「
じ
ゃ
、
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
」と
い
う
話
を
い
た
だ
き
、

現
在
、
村
で
は
真
剣
に
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
、
イ
メ
ー
ジ

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く

の
方
に
分
校
を
選
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

幸
い
、
先
生
方
の
努
力
に
よ
っ
て
、

４
年
制
大
学
に
も
毎
年
入
学
し
て
い
ま

す
し
、
専
門
学
校
へ
の
入
学
や
就
職
も

充
実
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

あ
と
は
、
私
た
ち
村
民
が
い
か
に
分

校
を
応
援
し
て
「
あ
の
高
校
は
実
に
い

い
よ
」
と
村
内
外
か
ら
評
価
を
受
け
る

か
で
す
。

　

校
名
変
更
も
、
そ
の
一
つ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
特
典
も
考
え
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
知
恵
と
支

援
と
情
熱
で
、
分
校
を
再
生
し
て
み
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
18
年
８
月
１
日

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

▲かき氷を食べたりお菓子釣りを楽しむ園児たち（夕涼み会）
▲

▲

七夕飾りの下でダンスを披露する
　　園児たち（たなばた会）

幼稚園で夏の風物詩 たなばた会　  草野幼稚園
夕 涼 み 会　  飯樋幼稚園　  草野幼稚園

　草野・飯樋両幼稚園で、園児や保護者らによる夏の恒例行事が行われました。
　このうち草野幼稚園では、プレイルームで「たなばた会」が行なわれ、未就園児や保護者が見
守る中、園児たちがクラス毎に可愛らしいダンスを披露しました。
　また、「夕涼み会」では、園庭に保護者らによるクジ引きやカキ氷などの出店、肝試しコーナー
などが設けられ、会場は大いに賑わいました。
　両日とも、園児たちが色とりどりの浴衣や甚平を着て参加し、家族らと一緒に楽しい夏のひと
時を過ごしました。

７
２
７
21

７
27

▲モーターボート湖上遊覧 ▲ポニー乗馬体験

▲ダム施設内見学 ▲高さ69ｍからの放流

▲講演会のようす

　村婦人会（上田秀会長）主催による「生ごみリサイクル講演
会」が「いちばん館」で開かれ、会員ら約100人が通気式生ご
み保管排出容器を活用した生ごみの堆肥化などを学びました。
　講演では、東京都のＮＰＯ法人「生ごみリサイクル全国ネッ
トワーク」の福渡和子事務長と、同じく東京都のＮＰＯ法人
「北区リサイクラー活動機構」の竹腰里子理事長が、生ごみの
もつ有効性を説き、焼却せず堆肥化に努め、畑に返す循環型
の社会づくりを進めることが必要であることなどを講演しま
した。
※通気式生ごみ保管排出容器は、住民課で１個1,000円であっ
せんしています。

生ごみリサイクル講演会▲安全運転を呼びかける参加者ら
　

村
公
民
館
に
て
、
交
通
安
全
関
係
団
体
の

会
員
ら
20
人
が
参
加
し「
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
は
暑
さ
で
気
が
ゆ
る
み
が
ち
に
な
り
交

通
事
故
の
発
生
度
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、

県
で
は
毎
年
こ
の
時
期
を
「
夏
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
期
間
」
と
し
て
、
県
内

各
地
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
日
は
、
県
道
を
走
る
１
５
０
台
の
車

を
公
民
館
駐
車
場
に
誘
導
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
っ
て
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

生
ご
み
を
減
量
・
循
環

森と湖と人の
　　　ふれあい

「はやま湖」まつり
　　　　　2006

　

今
年
で
15
回
目
を
迎
え
た
「『
は
や
ま
湖
』

森
と
湖
ま
つ
り
」
が
大
倉
の
真
野
ダ
ム
周
辺

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
な

ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
人
々
に
森
林
や
ダ
ム
な

ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
真
野
ダ
ム
事
務
所
な
ど
が
、
毎

年
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
の
期
間
中
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
ダ
ム
施
設
や
取
水
ト
ン
ネ

ル
の
見
学
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
に
よ
る
湖
上
遊
覧
、
釣
り
大
会
な
ど

が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
地
元
行
政
区
に
よ
る

出
店
や
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
テ
ン
ト
の
前
に
は
多
く
の
買
い
物
客
ら

が
列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

７
30

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ

交通安全街頭キャンペーン ７
18

６
28
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誕生おめでとう

結婚おめでとう

お く や み

（６月 21日から７月 20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し
出てください。

ひとのうごき
（平成 18年７月１日現在）

 　 今　月 昨年同期

 男 3269 人 3342 人

 女 3302 人 3395 人

 計 6571 人 6737 人

 　 1740 戸 1878 戸

人　口

世帯数

（平成17年国勢調査に基づき増減された現住人口）
※昨年同期は、平成12年国勢調査に基づく現住人口

（－６人）

（－４人）

（前月比）

（－ 10 人）

（＋１戸）

◆◆◆ ６月１日～31日までの人口動態 ◆◆◆
 転入 12 人 転出 23 人
 出生 6 人 死亡 5 人

▲講演会のようす

▲講演する柳村村長

７
７

1213

「幸せ地域社会」
　　　 実現のために
　　行政機構改革講演会

　

村
で
は
、
来
年
４
月
の
組
織

改
編
に
向
け
て
職
員
に
よ
る

「
行
政
機
構
改
革
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
課
や
係
お
よ
び
職

員
配
置
の
見
直
し
を
行
な
い
な

が
ら
、
小
さ
く
て
効
率
の
良
い

役
場
づ
く
り
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
組
織
改
編
の
参

考
と
す
る
た
め
岩
手
県
滝
沢
村

の
柳
村
純
一
村
長
を
招
き
、「
い

ち
ば
ん
館
」
に
て
機
構
改
革
講

演
会
を
開
き
ま
し
た
。
滝
沢
村

は
人
口
が
５
万
３
０
０
０
人

で
、
日
本
一
人
口
の
多
い
村
と

し
て
知
ら
れ
、
民
間
の
経
営
感

覚
を
持
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

重
点
を
置
い
た
村
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
柳
村
村
長
が
滝

沢
村
に
お
け
る
課
長
制
・
係
長

制
廃
止
お
よ
び
「
一
職
場
一
改

善
運
動
」
を
は
じ
め
と
す
る
行

政
改
革
等
の
実
施
経
過
や
現

状
、
今
後
の
取
り
組
み
予
定
な

ど
を
紹
介
。
会
場
に
は
村
職

員
や
議
会
議
員
な
ど
60
人
が
訪

れ
、
柳
村
村
長
の
講
演
を
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

村
で
は
引
き
続
き
、
事
務
事

業
の
見
直
し
と
合
わ
せ
て
組
織

改
編
の
検
討
を
進
め
、
今
年
10

月
を
目
途
に
改
編
案
を
作
成

し
、
来
年
４
月
か
ら
新
た
な
組

織
体
制
で
業
務
を
執
行
す
る
予

定
で
す
。

 赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

 高橋　航
こうへい

平くん 英樹・みほり 二枚橋・須萱

 佐藤　暖
のの

華
か

ちゃん 豊洋・直子 飯　樋　町

 髙野真
ま ゆ み

由美ちゃん 勝延・ラケル 小　　　宮

 赤石沢優
ゆ り あ

悧愛ちゃん 真一・知恵 大久保・外内

 菅野　彩
あ み

瑞ちゃん 智之・信子 大久保・外内
すくすくと元気に育ってね

 氏　　　名 行政区

菅　野　知　典 関根・松塚

阿　部　恵　子 佐　　　須

佐　藤　政　美 前　　　田

神　尾　さゆり 伊達郡川俣町
いつまでもお幸せに

 氏　　　名 年　齢 行政区

 大久保　一　鋭 79 宮　　　内

 佐　藤　光　政 58 小　　　宮

 浦　住　サ　ツ 86 前　　　田
 庄　司　春　吉 62 伊　丹　沢
 髙　野　繁　子 72 伊丹沢（長泥）
 大　内　正　人 80 佐　　　須
 圓　谷　弘　長 79 蕨　　　平

ご冥福をお祈り申し上げます

▲丹野課長から証書を受け取る菅野隊長ら

▲「までい号」でパトロールに出発する菅野隊長ら

　

役
場
玄
関
前
に
て
青
色
回
転

灯
を
装
着
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
「
ま
で
い
号
」
の
出
発

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
は
、
飯
舘
村
防
犯
指

導
隊
（
菅
野
敬
隊
長
）
が
、
県

警
か
ら
青
色
回
転
灯
を
装
着
し

た
車
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
る
団
体
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
導
入
し
た
も
の
で
、
公

用
車
の
有
効
利
用
や
村
内
を
く

ま
な
く
巡
回
す
る
と
の
意
味
で

「
ま
で
い
号
」
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
南
相
馬
警
察
署
の

丹
野
明
雄
生
活
安
全
課
長
が
菅

野
隊
長
に
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者

証
を
交
付
し
た
後
、
菅
野
隊
長

と
渡
辺
守
男
副
隊
長
ら
が
早
速

「
ま
で
い
号
」
に
乗
り
込
み
、
パ

ト
ロ
ー
ル
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　

同
隊
で
は
、
今
後
「
ま
で
い

号
」
で
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
子
ど
も
の
見
守
り
活

動
や
防
犯
活
動
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

青
色
灯
が
輝
く

  
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー 

出
発
！

「
ま
で
い
号
」出
発
式

７
７

▲結団式のようす

７
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　このほど、臼石小学校学区内行政区の有志らによる
「臼石小学校見まもり隊」が結成されました。
　臼石小の会食室で行なわれた結団式では、はじめに
隊長の西尾豊さん（二枚橋・須萱）と新井川校長先生
が「みんなで協力して子どもの健全育成に目を配って
いきたい」とあいさつ。続いて、菅野教育長と飯舘駐
在所の吉田班長から祝辞が述べられました。
　また、発起人の佐藤眞弘さん（二枚橋・須萱）が隊
の活動内容などを説明し、最後に吉田班長から活動時
に着用する帽子と腕章が西尾隊長に伝達されました。
　隊の主な活動は、非行や事故防止に向けた通学指導
やあいさつ運動などです。
　村内における子どもの見守り隊は、飯樋町の「やさ
しく見守り隊」、草野の「田町組見守り隊」に続いて３
団体目。学校の所在地区全てに見守り隊が組織されま
した。

地
域
全
体
で
子
ど
も
の
健
全
育
成
を

　

飯
舘
中
３
年
生
の
椛
澤
涼
香
さ
ん

（
草
野
）
が
、
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
た

第
49
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会
の
共
通
女
子
４
種
競
技
で
３

位
に
入
り
、
東
北
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

　

４
種
競
技
は
、
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド

ル
走
、
走
り
高
跳
び
、
砲
丸
投
げ
、

２
０
０
㍍
走
の
４
種
目
を
一
人
で
行
い
、

そ
の
合
計
点
数
を
競
い
ま
す
。

　

椛
澤
さ
ん
は
「
緊
張
し
た
け
ど
、
先

生
方
の
指
導
通
り
に
力
を
発
揮
で
き
ま

し
た
」
と
県
大
会
を
振
り
返
り
、「
東

北
大
会
で
は
４
種
目
で
自
分
の
ベ
ス
ト

記
録
を
出
し
た
い
」
と
力
強
く
抱
負
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

東
北
大
会
は
、
８
月
７
日
か
ら
９
日

ま
で
の
３
日
間
、
岩
手
県
北
上
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

▲東北大会に出場する椛澤さん

陸上共通４種競技で
　　　　県大会３位

椛
澤
涼
香
さ
ん

　

  

東
北
大
会
へ

７
５

７
７～

臼石小学校見まもり隊
　　　　　　結団式


